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２
０
２
４
年
１
月
１
日
に 

能
登
半
島
大
地
震
が
発
生 

「
大
」
と
つ
け
た
の
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
６
の
大
き
な
地
震
だ
か
ら
。
北
陸
電
力

志
賀
原
子
力
発
電
所
（
停
止
中
）
が
立
地
す

る
石
川
県
志
賀
町
で
震
度
７
が
記
録
さ
れ
た
。 

 

日
本
列
島
は
地
震
大
国
（
津
波
大
国
）
で

あ
る
こ
と
が
正
月
早
々
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
た
日
で
あ
っ
た
。 

 

政
府
報
道
と
マ
ス
コ
ミ
報
道 

原
発
を
２
基
も
つ
北
陸
電
力
の
問
題
点 

 

地
震
発
生
か
ら
わ
ず
か
１
時
間
後
、
岸
田

内
閣
の
林
官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
「
志
賀

原
発
に
現
時
点
で
は
異
常
は
確
認
さ
れ
て
い 

      

な
い
（
ウ
ソ
だ
）。」
と
発
表
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
、
テ
レ
ビ
各
社
も

「
原
発
に
異
常
な
し
」
と
報
じ
続
け
た
。 

と
こ
ろ
が
翌
日
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
が
15
ヵ
所
も
測
定
不
能
な
こ
と
、
津
波

の
高
さ
が
３
ｍ
に
も
及
ん
だ
こ
と
、
防
護
壁

が
津
波
に
押
さ
れ
て
５
㎝
も
内
側
に
歪
ん
で

い
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
も
原
発
関
連
の
異

常
事
態
が
次
々
と
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
能
登
半
島
の
主
な
道
路
は
ズ
タ
ズ

タ
に
な
り
、
通
行
で
き
ず
港
も
津
波
や
隆
起

で
使
え
な
く
な
っ
て
い
た
。 

 

北
陸
電
力
の
原
発
１
、
２
号
機
も 

ど
ち
ら
の
変
圧
器
も
設
備
破
損
で
絶
縁
油

の
大
量
流
出
が
発
生
し
て
い
る
。
は
じ
め
の 

      

発
表
は
量
（
数
字
）
が
小
さ
く
、
の
ち
に
な

る
と
そ
の
「
数
倍
以
上
の
数
字
の
発
表
」
は

い
た
だ
け
な
い
。
日
本
の
電
力
会
社
の
い
つ

も
の
や
り
方
（
失
敗
や
ミ
ス
を
小
さ
く
み
せ

る=

小
さ
目
に
発
表
す
る
）
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
で
は
正
確
な
現
状
認
識
が
で
き
ず
、
ま

ち
が
え
て
し
ま
い
、
正
し
い
対
策
に
な
ら
な

い
。 

 

原
子
力
規
制
委
員
会
の
対
応
の
誤
り 

 

２
０
２
３
年
に
北
陸
電
力
は
２
号
機
の
審

査
に
あ
た
っ
て
、
活
断
層
で
は
な
い
、
と
い

う
デ
ー
タ
を
出
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

そ
れ
を
認
め
る
と
い
う
〝 

間
違
い 

〟
を
お

こ
し
た
。
が
、
今
回
の
地
震
で
活
断
層
の
存

在
も
明
ら
か
に
な
り
、
事
実
が
証
明
さ
れ
て
、

 



◆時の動き 
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規
制
委
員
会
は
大
恥
を
か
い
た
。 

 
県
の
対
応
の
誤
り
。
ぬ
る
さ
、
遅
さ 

 

石
川
県
は
前
知
事
時
代
か
ら
長
年
、「
地

震
の
少
な
い
地
域
」
を
売
り
込
ん
で
、
も
っ

ぱ
ら
企
業
誘
致
を
は
か
っ
て
き
た
。
原
発
安

全
神
話
に
毒
さ
れ
て
き
た
。 

 

い
ざ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
大
地
震

に
お
そ
わ
れ
た
あ
と
も
対
応
は
ぬ
る
く
、
遅

か
っ
た
。 

 

前
震
が
お
き
つ
づ
け
て
い
た
の
だ
か
ら
、

住
民
を
守
る
県
と
し
て
も
う
す
こ
し
「
マ
シ

な
対
応
」
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
と
思
う
。 

 

今
後
の
闘
い
方 

 

１
． 

能
登
震
央
至
近 

珠
洲
原
発
計
画 

20
数
年
前
に
止
め
た
住
職
に
感
謝 

当
時
の
反
対
運
動
（
円
龍
寺
の
住
職
塚
本

真
如
さ
ん
へ
）―

私
た
ち
の
命
を
救
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
各
地
か
ら
電
話
が
多
数

あ
っ
た
と
い
う
。 

 

た
ん
ぽ
ぽ
舎
の
私
た
ち
も
カ
ン
パ
を
今
後

お
く
る
予
定
だ
。 

 

２
． 

地
震
・
津
波
列
島
の
日
本
に 

原
発
は
無
理
だ 

 

能
登
半
島
大
地
震
は
自
然
界
か
ら
の
「
最

後
の
警
告
」
だ
。
日
本
列
島
に
住
む
人
は
心

し
て
こ
の
警
告
を
聞
こ
う
！ 

生
き
の
び
る

た
め
に
。
自
分
と
子
ど
も
と
す
べ
て
の
人
の

未
来
の
た
め
に
。 

 

３
． 

能
登
半
島
大
地
震
の
よ
う
な
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
７
・
６
の
大
地
震
が
お
そ
え
ば
、

日
本
の
ど
の
原
発
も
耐
え
ら
れ
な
い 

地
盤
が
４
ｍ
も
隆
起
す
れ
ば
原
発
の
配
管

は
ズ
タ
ズ
タ
、
大
火
災
と
放
射
能
大
事
故
に

な
る
。 

 

た
と
え
ば
、
茨
城
県
東
海
村
に
あ
る
日
本

原
電
東
海
第
二
原
発
（
沸
と
う
水
型
１
１
０

万
ｋ
Ｗ
）
は
大
事
故
を
お
こ
し
、
わ
ず
か
５

時
間
半
で
東
京
に
大
量
の
放
射
能
が
着
く
。

東
京
が
放
射
能
だ
ら
け
の
ま
ち
に
な
っ
て
し

ま
う
。
首
都
全
滅
で
あ
る
。 

 

４
． 

最
低
で
も
、
稼
働
中
の
原
発
を 

全
部
即
時
停
止
せ
よ 

 

稼
働
準
備
中
の
原
発
（
島
根
、
女
川
、
東

海
第
二
、
柏
崎
刈
羽
６
号
、
７
号
な
ど
）
も

即
時
中
止
せ
よ
！ 

以
上
の
方
針
で
闘
お
う
。 

 

◎
大
阪
の
万
博
を
中
止 

そ
の
お
金
（
大
金
）
を
、
能
登
半
島
大
地

震
の
被
害
を
う
け
た
・
住
居
を
失
っ
た
多
く

の
人
た
ち
の
た
め
に
使
え
と
い
う
新
聞
投
書

（
声
な
き
声
）
に
賛
成
す
る
。 

 

◎
国
民
よ
！ 

決
起
せ
よ 

 

激
励
文
が
た
ん
ぽ
ぽ
舎
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

に
き
て
い
る
。
こ
の
声
に
真
剣
に
応
え
た
い
。 

「
原
発
と
心
中
す
る
気
か
同
胞
よ
」―

埼
玉

県 

岩
瀬
美
知
子
（
み
っ
ち
ゃ
ん
） 

 

こ
こ
に
及
ん
で
も
「
反
原
発
」
の
大
合
唱

が
起
こ
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？ 

 
 
 
 
 

（
や
な
ぎ
だ 

ま
こ
と
） 


